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皆
さ
ま
、
コ
ロ
ナ
禍
で
健
康
に

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
10
月
22
日
現
在
で
、
世
界
の
感 

染
者
数
は
、
４
１
１
０
万
７
０
２ 

人
。
死
亡
者
数
は
、
１
１
３
万
２ 

３
６
人
。
日
本
で
は
９
万
４
５
２ 

４
人
が
感
染
し
、
死
亡
者
数
は
１ 

６
８
５
人
。
福
岡
県
で
は
５
１ 

６
９
人
が
感
染
し
、
死
亡
者
数
は

１
０
０
人
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
、
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
に
あ
る
中
、
経
済
も
回
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

難
し
い
判
断
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
幸
い
に
し
て
、
日
本
と
い
う
国

は
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
を
徳
と
し
た
道
徳
の
精
神
が
息

づ
い
て
い
て
、
う
ま
い
具
合
に

「
自
助
」
「
共
助
」
が
出
来
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
残
る
「
公
助
」

に
対
し
、
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
、
新

し
い
生
活
様
式
を
受
け
入
れ
、
社

会
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
に

負
け
る
な
！

 

稲
永 

辰
己

活動状況は
　林琴枝先生と清水美佐子先生を中心に約20名で活

動しています。５歳の幼稚園児から76歳までの方々

が稽古に励んでいます。練習は、須恵中学校の武道

場で金曜日の午後７時から８時30分まで。須恵町の

みならず、町外からの参加者も多いのが特徴です。

須恵町は「とびうめ国体」で、なぎなた競技の会場

だった縁から、なぎなたに理解と親しみをもった町

との印象があるそうです。

どんな競技
　なぎなた競技は、“試合”と“演技”の２つの競

技がありますが、どちらも竹刀に似た「なぎなた」

（競技用なぎなた。２m以上ある！）を使います。

　試合競技は二人の選手が、面、小手、胴、脛
すね

、咽
の

喉
ど

を確実に早く打ちこんで勝負を競います。

　演技競技は全日本なぎなた連盟の形などを、二人

一組の選手が演じ、技の優劣を競います。なぎなた

の技の向上をはかるとともに、正しいなぎなたの普

及発展を目的として行われています。

大会は
　須恵町少年武道大会にもなぎなたの部があります。

他にも、若獅子旗大会、中央区長杯、笹の会大会、

県民体育大会などに参加しています。

なぎなたの魅力
　白の道着に袴

はかま

。凛
り

々
り

しいいでたち。相手への思い

やり。礼を重んじる気風。いいところたくさんあり

ます。皆さんが言うには「姿勢が正される！」（ボ

ケ防止にも）

　長い歴史の中で、戦闘の技術から武道としての武

家のたしなみへ、精神性が高められてきた「なぎな

た」。戦後は競技化され、現代武道として確立して

います。あなたも始めてみませんか？

議会広報を読んで
　表紙がいいですね。子供目線で読んでしまいます。

須恵町の情報源です！との感想をいただきました。

議　　長：松山　力弥

委 員 長：田ノ上　真

副委員長：今村　桂子

委　　員：三⻆　栄重

委　　員：稲永　辰己

大会に向けて 力を合わせて
林
はやしことえ

琴枝さん（左）と清
し

水
みず

美
み

佐
さ

子
こ

さん（右）

６回目は、日本伝統武道の「なぎなた」です。女性が多いと思いきや、最近は男性が増えているとか。体育協会の「須恵なぎなたクラブ」を取材しました。

なぎなた部第6回
令和2年11月5日発行
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9月定例会
主な内容

令和元年度決算を認定…………………………●
ここが聞きたい…（一般質問）… ………………………………●
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歳入
95億8762万円

依存財源

55億6861万円
(58.1％)

自主財源

40億1901万円
(41.9％)

町税 30億9617万円(32.3％)

繰越金 4億557万円(4.2％)

使用料及び手数料 1億7427万円(1.8％)

諸収入 1億5495万円(1.6％)

分担金及び負担金 1億349万円(1.1％)

その他 8454万円(0.9％)

国・県支出金

19億7200万円(20.6％)

地方交付税

18億5897万円(19.4％)

町債 10億5321万円(11％)

地方消費税交付金 4億5694万円(4.8％)

地方特例交付金 1億2566万円(1.3％) その他 1億181万円(1％)

歳出
（目的別）

91億6660万円

民生費

36億1721万円
(39.4％)

総務費

13億6484万円
(14.9%)

教育費

11億4780万円
(12.5%)

衛生費

7億8519万円
(8.6%)

消防費 7億3918万円(8.1％)

土木費 5億8116万円(6.3％)

公債費 5億5871万円(6.1%)

農林水産業費 1億8487万円(2％)
議会費 1億884万円(1.2％)

その他   7876万円(0.9％)

庁舎非常用電源 ため池

令和元年度 一般会計決算

対前年度比　歳入12.3％増　歳出12.8％増

歳入では、30年度に引き続き、住民税や固定資産税、軽

自動車税の税収が伸びました。歳出では、30年度に比べ

公共施設の整備が進み、普通建設事業費が増額となって

います。

財政調整基金は、一般会計繰入のための取り崩しはなく、

積立総額は30年度から約975万円増えています。

　緊急時には瞬時に非常用電源に切り替わり、

業務に支障をきたすことなく、対策本部の機

能が果たせます。停電時でも３日間は電気が

使用可能です。良かったですね。

議員の 
 

つき
つや

つぶ
つ

ため池耐震診断業務委託料

2148万円

　須恵町は、ため池が多い町です。町内に４４カ所あり、うち

９カ所は、すぐ下に住宅地があります。元年度は、３カ所

（火焼池、市場池、新城山池）で耐震診断が行われましたが、

他のため池でも継続して点検することが大切ですね。

議員の 
 

つき
つや

つぶ
つ

庁舎非常用電源設備等改修工事請負費

１億890万円

➡
ここ
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９

月

定

例

会

一
般
質
問

対
談
（
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
）

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

意
見
書

議

会

あ

れ

こ

れ

９

月

定

例

会

防災行政無線（モニター） 防災行政無線（スピーカー）

防災行政無線整備工事請負費

３億9215万円

９月
定例会

　令和２年第３回定例会は、９月４日から16日までの13日間で行われ、審議の結果、提案

された議案20件は、原案のとおり認定・可決・同意しました。また、諮問（人権擁護委員

の推薦）２件について賛成し、議員提案の意見書１件を可決しました。

令和元年度 各会計の決算状況および議決結果

会　　計　　名 歳入（収入） 歳出（支出） 差引額 議決結果

一  般  会  計 95億8761万円 91億6660万円 4億2101万円 賛成多数で認定

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 30億9336万円 30億2733万円 6603万円 賛成多数で認定

後 期 高 齢 者 医 療 3億6111万円 3億4311万円 1800万円 賛成多数で認定

公 共 下 水 道 事 業 11億952万円 11億277万円 675万円 全員賛成で認定

農 業 集 落 排 水 事 業 9606万円 9216万円 390万円 全員賛成で認定

水
道
事
業

会

　
　計

収 益 的 6億4295万円 5億5629万円 8666万円
全員賛成で認定

資 本 的 3507万円 1億6494万円 △1億2987万円

すべてのページにおいて、金額は１万円未満を切り捨てています。

令和元年度 一般会計決算  歳出総額 91億6660万円

災 害 に 備 え て
各種防災設備を充実

　全国的に毎年大雨や台風による災害が各地で発生しています。

河川の状況をリアルタイムで監視し、早めに避難情報を発信でき

ることは、早期避難につながります。

　また、防災行政無線のデジタル化により情報伝達の迅速性・確

実性が確保されました。早めに避難しましょう。

議員の 
 

つき
つや

つぶ
つ
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９

月

定

例

会

一
般
質
問

対
談
（
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
）

委
員
会
レ
ポ
ー
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意
見
書

議
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あ

れ

こ

れ

９

月

定

例
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田原監査委員 吉松監査委員

昨年の操法大会

（
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

一
部
抜
粋

決
算
審
査
特
別
委
員
会

の

質
疑
か
ら

Q&A

一
般
会
計

　
実
質
収
支
は
４
億
９
０
１
万

円
で
、
10
年
連
続
の
黒
字
決
算

と
な
っ
た
。
ま
た
、
地
方
公
共

団
体
の
財
政
力
を
示
す
財
政
力

指
数
は
０
・
６
２
６
と
６
年
連

続
で
上
昇
し
て
い
る
。
経
常
収

支
比
率
は
90
・
９
％
と
、
昨
年

度
か
ら
４
・
２
ポ
イ
ン
ト
大
幅

に
増
加
し
、
依
然
と
し
て
財
政

構
造
の
硬
直
化
は
続
い
て
い
る
。

　
自
主
財
源
は
４
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
町
税

は
伸
び
た
も
の
の
、
地
方
特
例

交
付
金
や
国
庫
支
出
金
な
ど
が

増
え
た
こ
と
が
主
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
。
行
財
政
運
営
は
高

く
評
価
で
き
、
今
後
も
国
・
県

の
財
政
対
策
も
う
ま
く
活
用
し
、

町
独
自
の
さ
ら
な
る
財
政
運
営

に
努
力
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
１
人
あ
た
り
の
療
養
諸
費
額

は
前
年
度
に
比
べ
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
県
の

平
均
額
よ
り
も
高
い
水
準
に
あ

る
。
医
療
費
削
減
の
た
め
に
は

長
期
的
な
計
画
か
つ
効
果
的
な

医
療
費
適
正
化
事
業
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
公
共
下
水
道
普
及
率
は
、
約

87
％
と
年
々
進
ん
で
い
る
が
、

町
全
域
に
お
い
て
人
口
が
増
加

傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
処
理
区

域
内
の
人
口
は
増
加
す
る
と
思

わ
れ
る
。
処
理
区
域
外
に
つ
い

て
は
、
水
洗
化
の
公
平
性
か
ら
、

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
浄
化
槽

等
設
置
補
助
金
に
つ
い
て
進
め

ら
れ
た
い
。

須
恵
町
監
査
委
員

 

吉
松 

辰
美

 

田
原 

重
美

監
査
委
員
の
意
見
書
（
要
旨
）

行
財
政
運
営
を
評
価

予
算
の
執
行
・
関
連
事
務
処
理
は
適
正

１．実質収支…収入と支出の差額から、翌年度に繰り越すことが決まっている財源を差し引いたもの。

２．財政力指数…地方公共団体の財政力を示す指標。１に近いほど財源に余裕があるといわれている。

３．経常収支比率…財政構造の弾力性を示す指標。比率が低いほど財政構造に弾力性があることを示す。

令和元年度

決算審査

財政は

健全

消
防
団
員
の
確
保

対
策
は
？

総
務
課
長

新
入
団
員
の
勧
誘
に
つ
い

て
の
特
別
な
予
算
措
置
等

は
現
在
の
と
こ
ろ
行
っ
て
い
な
い
。

年
末
あ
た
り
に
地
区
内
の
情
報
を

集
め
て
各
家
庭
へ
お
願
い
に
回
る

な
ど
、
今
の
と
こ
ろ
昔
な
が
ら
の

勧
誘
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
。 A

消
防
団
員
の
人
数
が
減
っ

て
き
て
い
る
が
、
団
員
を

新
た
に
獲
得
す
る
た
め
の

対
策
は
何
か
や
っ
て
い
る
の
か
。

Q

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

そ
の
内
容
は
？

ま
ち
づ
く
り
課
長

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
「
あ

す
ば
る
」
（
春
日
市
）
に

お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
行

わ
れ
て
お
り
、
職
員
が
研
修
を
受

講
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
職
員
か

ら
男
女
共
同
参
画
に
対
し
て
理
解

を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

A
男
女
共
同
参
画
推
進
事

業
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
し
て
い
る
の
か
。

Q

※
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

　
男
女
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

性
別
に
関
わ
り
な
く
自
己
の
能
力

を
自
ら
の
意
思
に
基
づ
い
て
発
揮

で
き
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
対
等
な

立
場
で
参
画
し
、
と
も
に
責
任
を

負
う
社
会
で
す
。

た
、
昨
年
度
に
男
女
共
同
参
画
施

策
に
関
す
る
計
画
書
を
作
成
し
た
。

須恵町
ホームページ

計画書の内容は 
こちらから

議会だより
214号

特集しました！

消
防
団
員
を
募
集
！

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課 
消
防
安
全
係

☎
９
３
２
・
１
１
５
１

（
内
線
３
２
１
）
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民
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事
で
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
１
階
部

分
と
、
３
階
部
分
の
照
明
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

災
害
避
難
所
用
備
蓄
倉
庫
購
入
費

歳
出

　
７
２
０
万
円
増
額

　
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
小
学
校
３
校
と

須
恵
中
学
校
、
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
、
オ
イ

コ
ス
の
計
６
カ
所
に
災
害
避
難
所
用
の
備

蓄
倉
庫
を
設
置
し
ま
す
。

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う

道
路
新
設
改
良
工
事

歳
出

　
２
９
５
０
万
円
増
額

●
旅
石
道
塚
地
区
道
路
改
良
工
事
請
負
費

５
５
０
万
円

　
未
整
備
の
た
め
雨
が
降
る
と
道
路
に
多

く
の
水
た
ま
り
が
で
き
、
通
行
し
に
く
い

状
況
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
の
住
宅

の
庭
に
水
が
浸
入
す
る
な
ど
し
て
い
る
た

め
、
道
路
の
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
７
月
の
大
雨
で
応
急
措

置
を
し
て
い
る
路
線
、
通
学
路
の
危
険
箇

所
な
ど
緊
急
性
の
高
い
路
線
等
の
舗
装
、

側
溝
の
改
良
お
よ
び
補
修
工
事
の
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

就
学
援
助
世
帯
を
対
象
に

生
活
応
援
米
配
送
委
託
料

歳
出

　
２
５
８
万
円
増
額

　
家
計
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
地
元

か
す
や
で
収
穫
さ
れ
た
新
米
を
ご
自
宅
に

配
送
し
ま
す
。
就
学
援
助
を
受
け
て
い
る

世
帯
が
対
象
で
、
援
助
対
象
の
児
童
１
人

あ
た
り
10
㎏
の
米
を
配
付
し
ま
す
。

経
年
劣
化
に
よ
り

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
オ
イ
コ
ス
）

照
明
改
修 

歳
出

　
４
６
０
万
円
増
額

　
経
年
劣
化
に
よ
る
照
明
の
取
り
替
え
工

その他の

議 案

９ 月 定 例 会令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

３
億
７
１
０
９
万
円
を
追
加

総
額
１
３
３
億
７
５
０
４
万
円

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

正
社
員
雇
用
促
進
給
付
金
は
ど
の

よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

Q
総
務
課
長

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、

商
工
会
や
企
業
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て

周
知
す
る
。

※
正
社
員
雇
用
給
付
金
と
は

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
に
よ
り
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
町

民
、
ま
た
は
採
用
内
定
を
取
り
消
さ
れ
た

町
民
の
就
職
を
促
進
す
る
た
め
、
そ
の
町

民
を
雇
用
し
た
町
内
の
事
業
主
に
対
し
て

給
付
金
を
交
付
す
る
事
業
。

　
給
付
額
は
１
人
に
つ
き
３0
万
円
。
１
事

業
主
に
つ
き
５
人
ま
で
、
上
限
１
５
０
万

円
ま
で
。

A

総
務
課
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
国
が
行
っ
て
い
る
家
賃

支
援
給
付
金
の
申
請
に
お
い
て
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
申
請
に
不
慣

れ
な
方
や
、
電
子
申
請
が
困
難
な
方
の
申

請
を
無
償
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
業
務
委
託
。

　
商
工
会
と
連
携
し
、
手
続
き
を
Ｓ
Ｕ
Ｅ

Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ａ
で
行
っ
て
も
ら
う
予
定
。

A

一
部
抜
粋

予
算
審
査
特
別
委
員
会

の
質
疑
か
ら

Q&A
正
社
員
雇
用
促
進
給
付
金

周
知
方
法
は
？

備
蓄
倉
庫
の
購
入
費
用
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
備
蓄
品
の
購
入
は

考
え
て
い
る
の
か
。

Q
総
務
課
長

今
回
は
あ
く
ま
で
も
備
蓄
倉
庫
の

み
の
購
入
を
考
え
て
い
る
。
現
在
、

飛
沫
防
止
用
に
段
ボ
ー
ル
の
間
仕
切
り
等

を
そ
ろ
え
て
い
る
が
、
そ
の
収
納
場
所
が

な
い
。
今
後
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
だ

け
で
な
く
、
風
水
害
等
で
の
避
難
時
に
使

え
る
備
品
を
こ
の
倉
庫
に
備
蓄
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
。

A
避
難
所
用
備
蓄
倉
庫備

蓄
品
は
？

国
の
家
賃
支
援
給
付
金
申
請
サ
ポ

ー
ト
業
務
委
託
の
内
容
は
。

Q
申
請
サ
ポ
ー
ト
業
務
委
託

そ
の
内
容
は
？
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月

定
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令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
「
福
岡
県
子

ど
も
医
療
費
支
給
制
度
」
が
改
正
さ
れ
る

こ
と
に
と
も
な
い
、
中
学
生
の
通
院
時
の

自
己
負
担
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
改
正
前
　
医
療
費
の
３
割
負
担

　
改
正
後
　
一
医
療
機
関
ひ
と
月
あ
た
り

　
　
　
　
　
上
限
１
6
0
0
円

須
恵
町
子
ど
も
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
賛
成
多
数
可
決
）

●
須
恵
第
一
小
学
校
ト
イ
レ
整
備
工
事

　
北
校
舎
の
ト
イ
レ
が
各
階
に
１
カ
所
ず

つ
し
か
な
く
、
１
階
～
３
階
を
同
時
に
工

事
す
る
と
児
童
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
各
階
ご
と
に
工
事
を
す
る
と
期
間
内

に
終
了
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
工
期

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
変
更
前
　
至
令
和
２
年
９
月
３0

日

　
変
更
後
　
至
令
和
２
年
10

月
３0

日

●
須
恵
中
学
校
ト
イ
レ
整
備
工
事

　
町
立
図
書
館
側
の
校
舎
の
ト
イ
レ
改
修
中

に
天
井
を
撤
去
し
た
と
こ
ろ
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
内
の
鉄
筋
が
剥む

き
出
し
に
な
っ
て
お
り
、

鉄
筋
の
さ
び
が
著
し
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片

の
落
下
の
危
険
性
が
発
覚
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
左
官
工
事
の
追
加
が
生
じ
た
た
め
、
請
負

金
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
変
更
前
　
９
１
２
４
万
円

　
変
更
後
　
９
２
５
８
万
円

工
事
請
負
契
約
の
変
更

（
全
員
賛
成
可
決
）

須恵町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部改正
福岡県重度障害者医療費支給制度が令和３年４月１日に改正されることにともない、条例全文中の障害

の「害」を全て平仮名表記にする改正

全員賛成で可決

須恵町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
子ども子育て支援法の一部を改正する法律が令和元年10月１日から施行されたことにともない、幼児

教育、保育の無償化に関する改正

賛成多数で可決

須恵町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正する条例が令和２年４月１日から施行され

たことにともない、連携施設の確保の基準を緩和するなどの改正

全員賛成で可決

須恵町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令が令和２年４月１日から施行

されたことにともない、放課後児童支援員の研修受講の猶予期間を延長する改正

全員賛成で可決

須恵町保育の実施に関する条例の一部改正
子ども子育て支援法の一部を改正する法律が令和元年10月１日から施行されたことにともない、保育の

実施基準や保育料の基準の改正

賛成多数で可決

須恵町保育所条例の一部改正
子ども子育て支援法の一部を改正する法律が令和元年10月１日から施行されたことにともない、町立保

育所における保育料及び延長保育料を定める改正

全員賛成で可決

須恵町立認定こども園条例の一部改正
子ども子育て支援法の一部を改正する法律が令和元年10月１日から施行されたことにともない、保育料

の納付について統一性を持たせるため、須恵町保育所条例と同様に改正

全員賛成で可決

須恵町立幼稚園保育料等徴収条例の一部改正
子ども子育て支援法の一部を改正する法律が令和元年10月１日から施行されたことにともない、幼児教

育、保育の無償化による保育料、及び延長保育料についての改正

全員賛成で可決

その他の採決結果

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

９
３
８
５
万
円
を
追
加

総
額
　
１
３
０
億
３
９
４
万
円

　
主
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

感
染
症
対
応
従
事
機
関
等
応
援
給
付
事
業

 

２
８
３
６
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
リ

ス
ク
を
負
い
な
が
ら
、
町
民
の
生
活
に
必
要

な
施
設
運
営
を
継
続
し
て
い
る
事
業
所
お
よ

び
従
事
者
に
対
し
、
応
援
給
付
金
を
給
付
し

ま
す
。

●
給
付
対
象

　
医
療
施
設
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
私
立
保
育
所

お
よ
び
そ
の
保
育
士
、
学
童
保
育
指
導
員
な

ど生
活
支
援
事
業 

１
５
２
８
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
い
る
方
々
の
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

●
出
産
育
児
特
別
給
付
金

　
国
の
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な

ら
な
い
令
和
２
年
４
月
28

日
以
降
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
一
人
に
つ
き
、
５
万
円
を
そ
の
母

親
に
給
付
し
ま
す
。

●
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

　
国
が
児
童
手
当
を
支
給
す
る
世
帯
に
対
し

１
万
円
の
給
付
を
行
っ
た
が
、
そ
の
対
象
か

ら
外
れ
た
児
童
を
対
象
と
し
て
１
万
円
を
給

付
し
ま
す
。

８
月
６
日

第 

４ 

回

臨 

時 

会

全員賛成

可決
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委
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1 ○ 一般質問とは、議員が町長など執行機関に対し、町の行財政全般について疑問

点をただし、報告や説明を求めることです。

○ 「問」については、議員が提出した要約文のとおり掲載しており、編集は行っ

ていません。

一/般/質/問 ここが 聞 きた い！

接
種
履
歴
を
携
帯
電
話
な
ど
か
ら

確
認
で
き
、
サ
ー
ビ
ス
の
検
索
や

子
育
て
・
介
護
な
ど
の
行
政
手
続

き
が
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で
き
る
な

ど
、
と
て
も
便
利
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行

状
況
、
普
及
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ

て
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
申
し
込

み
を
す
れ
ば
、
上
限
５
０
０
０
ポ

イ
ン
ト
を
も
ら
え
る
サ
ー
ビ
ス
が

９
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
令

和
３
年
３
月
か
ら
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
健
康
保
険
証
と
し
て
使

用
で
き
る
予
定
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
、
行
政
な

ど
か
ら
個
人
に
合
っ
た
き
め
細
や

か
な
お
知
ら
せ
や
子
ど
も
の
予
防

ぜ
ひ
取
り
組
む

問

今村 桂子  議員

生

活

　
８
月
23
日
現
在
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー 

カ
ー
ド
の
発
行
枚
数
は
、
５
８
７ 

０
枚
で
、
交
付
率
20

・
４
％
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
普
及
促
進
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
防
止
に
と
も
な
い
、
昨
年
ま

で
行
っ
て
い
た
町
内
の
イ
ベ
ン
ト

時
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

申
請
の
出
張
受
付
は
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
今
後
は
、
来
年

３
月
か
ら
の
健
康
保
険
証
利
用
も

含
め
広
報
紙
等
を
通
じ
、
ま
た
、

転
入
手
続
き
に
合
わ
せ
て
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便
性
を
住
民

の
皆
様
へ
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
活
用
し
た

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、

情
報
の
発
進
の
流
れ
は
加
速
し
て

い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
近
隣
市
町

と
情
報
共
有
し
、
住
民
の
皆
様
へ

答

合
屋
住
民
課
長

答

諸
石
総
務
課
長

の
周
知
お
よ
び
活
用
の
検
討
を
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
I
T
を
活
用

し
た
生
活
様
式
の
普
及
啓
発
が
大

事
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
方
向
に
行
政
シ
ス
テ
ム
を

向
け
て
い
く
こ
と
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
非
常
に
重
要
に
な

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
は
、
ぜ
ひ

取
り
組
む
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答

平
松
町
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
と
活
用
を

（写真はアクリル板を通しているため不鮮明になっています）
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い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
医
療
機
関

の
P
C
R
検
査
、
こ
れ
以
上
の
企

業
支
援
は
、
今
後
の
動
向
を
見
て

検
討
し
ま
す
。

2町 政 を 問 う !

コ
ロ
ナ
対
策
と
生
活
再
建
支
援
を

答弁中の平松町長

の
「
検
査
の
必
要
あ
り
」
と
い
う

人
を
対
象
に
予
約
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
町
の
病
院
で
も
P

 
C
 

R
検
査
を
す
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
コ
ロ
ナ
支
援
策
で
小
規
模
事
業

者
に
前
年
同
月
比
30

％
売
上
減
で

10

万
円
の
支
援
だ
が
、
30

％
減
少

し
て
い
な
い
事
業
者
に
も
支
援
す

べ
き
で
す
。

児玉 求  議員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
８
月
26

日
時

点
の
福
岡
県
の
感
染
者
数
は
、
４

２
８
２
人
で
す
。
感
染
力
の
強
い

無
症
状
の
感
染
者
が
集
い
拡
大
し

て
い
ま
す
。

　
感
染
防
止
に
は
P
C
R
検
査
の

拡
充
、
補
償
を
伴
う
休
業
要
請
が

必
要
で
す
。
郡
内
１
カ
所
で
ド
ラ

イ
ブ
ス
ル
ー
等
P
C
R
検
査
が
実

施
さ
れ
、
か
か
り
つ
け
医
師
か
ら

問

　
糟
屋
郡
内
に
P
C
R
検
査
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
か
か
り
つ
け

医
師
の
要
検
査
要
請
で
（
週
３
回
、

１
回
あ
た
り
12

人
程
度
の
）
検
査

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
８
月
末

現
在
、
検
査
が
満
杯
で
予
約
が
取

れ
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
町
内
の
病
院
で
の
検
査
を
拡

充
す
る
こ
と
は
現
在
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
小
規
模
事
業
者
応
援
給

付
金
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
対
象

と
な
る
期
間
を
３
か
月
延
長
し
て

申
請
期
間
12

月
末
か
ら
来
年
の
３

月
末
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

延
長
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
売
上
が

減
少
し
て
厳
し
く
な
る
業
種
の
方

を
救
済
し
て
い
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
を
や
っ
て
い
く
中

で
、
こ
れ
が
ベ
ス
ト
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
を
議
会
へ
ご
提
案
し
納
得

答

諸
石
総
務
課
長

答

平
松
町
長

す
で
に
議
会
で
説
明
・
了
承
済
み

コ

ロ

ナ

（写真はアクリル板を通しているため不鮮明になっています）

須恵町
ホームページ

町の各種支援策は 
こちらから
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3 一/般/質/問 町 政 を

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
後
の
空
き
家
対
策

の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

　
町
内
各
所
に
空
き
家
が
存
在
し
、

廃
屋
の
長
屋
空
き
家
が
多
数
あ
り

ま
す
。
老
朽
化
に
よ
り
、
倒
壊
し

て
い
る
事
案
も
あ
る
た
め
、
所
管

の
総
務
建
設
産
業
委
員
会
で
現
地

視
察
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
に
お
い
て
、
老
朽
化
の
進

行
が
顕
著
で
、
早
急
な
対
応
を
図

る
べ
き
事
案
を
確
認
し
ま
し
た
。

町
民
の
方
が
安
心
し
て
生
活
す
る

た
め
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

早
期
に
解
決
し
て
い
き
た
い

問

環

境空
き
家
等
の
今
後
の
対
策
は男澤 一夫  議員

　
現
在
、
町
で
把
握
し
て
い
る
空

家
は
38

件
、
う
ち
老
朽
化
し
て
い

る
の
は
18

件
で
す
。
廃
屋
の
長
屋

に
つ
い
て
は
、
早
急
に
条
例
を
整

備
し
空
家
等
対
策
協
議
会
で
協
議

を
行
い
、
そ
れ
で
も
解
決
で
き
な

い
案
件
に
つ
い
て
は
、
顧
問
弁
護

士
等
に
相
談
し
、
早
期
に
解
決
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
空
家
の
近
く
に
お

住
ま
い
の
住
民
の
方
の
安
全
と
財

産
を
守
る
た
め
に
有
効
な
策
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

答

平
松
町
長

（写真はアクリル板を通しているため不鮮明になっています）

ひびが入ったブロック塀 倒壊した家屋
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松山 力弥 議長 田ノ上 真 議員

今村 桂子 議員 三⻆ 栄重 議員 稲永 辰己 議員
令和２年８月３日対談

最初は何度訪問しても出て来られなかっ

た方が「いつも気にかけてくれてありが

とう」と段々と打ち解け、頼っていただ

けるようになりました。その変化がうれ

しいです。

コロナの影響で地域の活動が自

粛となり、会える機会が無くな

りました。訪問もなるべく控え

て電話で様子を聞いています。

長
ながさわ

澤 千
ち

晴
はる

 さん（会計）平
ひら

島
しま

 昭
あき

子
こ

 さん（副会長）

活動強化週間は？

民生委員・児童委員の日は 

いつですか

民生委

5月12日です。強化週間は5月12日

からの１週間ですが、須恵町では　

「 のっこらしょ」の時に活動への理

解を深めてもらうため、民生委員の

紹介やさまざまなＰＲ活動をしてい

ます。

※対談中は、撮影時のみマスクを外してもらいました。

今後の課題は？

活動する中で、 

困っている事や課題はありますか

民生委

・ 主任児童委員を２名から３名にして

いきたいです。（各校区１名ずつ）

・ 委員のなり手がいないのも課題です。

・ 個人情報がネックで、状況把握に苦

労しています。今後の地域防災組織

の取り組みに期待します。

ひとりで悩まずに相談を
民生委員・児童委員は、地域福祉をサポートする身近な相談相手です。

・高齢者や障がいを持った方への支援が必要なとき

・子育てや介護での心配ごとや不安、困ったことがあるとき

地域の民生委員さんに気軽に相談してください。

対談を通して、民生委員・児童委員の仕事の大変さ、素晴らしさを知り、

感謝にたえません。支え合う住みよい地域づくりに貢献されている皆様の

活動を、議会としても応援していきたいと思います。

待遇・義務は？

身分・給与・任期を教えてください

民生委

非常勤の公務員ですが、給与は支給

されません。

任期は３年で、再任も可能です。

どのような義務があるのですか

民生委

支援を必要とする人の私生活に立ち

入り、その一身上の問題に介入する

事が多く、生活上・精神上・肉体上

の秘密に触れる事が多いため、守秘

義務が課せられています。

民生委

守秘義務があり、相談した方の秘密

は絶対に守られます。

や専門機関をつなぐパイプ役
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特 集 議会×民生委員児童委員協議会 座談会

身近な相談相手

民生児童委員の声を聴きました
民生委員・児童委員は、須恵町の民生委員推薦会において、地域住民の中で社会福祉に熱意のある人が選 

ばれ、厚生労働大臣が委
い

嘱
しょく

します。民生委員は児童委員を兼ねます。各区に１～３名おり、須恵町で38名

（川子１区欠員、主任児童委員２名を含む）が活動しています。

須恵町でもひとり暮らしの女性が多くなっ

たので、訪問には気を遣ってもらっていま

す。訪問時間や曜日なども限られます。ま

た、日没後には訪問しないよう各委員さん

にはお願いしています。

委員を受け、４年目です。仲良く

なるまでが大変でしたが、色々な

人と顔見知りになり、さまざまな

場所で声かけができるようになり

ました。
今
いまいずみ

泉  靖
やすちか

親 さん（会長）末
すえよし

吉 澄
す み こ

子 さん（副会長）

歴史は？

民生委員・児童委員のあゆみを 

教えてください

民生委

民生委員制度は、大正６年に岡山

県で創設され、104年目を迎えます。

また、昭和22年児童福祉法により児

童委員を兼ねるようになりました。

民生委

最初は、国民の生活レベルを上げる

ため、生活困窮者をいかに保護して

いくかに焦点をあてた活動でした。

現在は、住民の福祉の増進を図るこ

とを活動の中心に据
す

えています。

支援を必要とする住民と行政

どのような活動を行っていますか

民生委

民生委員児童委員協議会が組織され、

理事会（月１回）定例会（月１回）に

おいて、情報収集・連絡調整・情報

交換などを行います。また、資質向

上のため、研修なども行っています。

具体的な活動の流れは

どうなっていますか

民生委

①調査（世帯状況把握）

・ 70歳以上の世帯で、独居なのか、

手助けが必要か、など

・ スクールソーシャルワーカー２名

と情報交換を行い、虐待の早期発

見・予防、ＤＶ、いじめ、不登校 

など世帯が抱える問題の把握

②相談

・  地域の対象者を訪問し、困ってい

る事などの相談を受ける。

③情報提供

・ 世帯が必要としているサービスに

ついての情報提供を行う。

④調整

・  つなぎ役として、必要な支援を専

門機関などと調整する。

⑤生活支援（生活援助）

・ 各種相談　 ・ 見守り支援

・  福祉サービス利用支援（在宅福祉、

生活費、子育て支援など）

民生委

特に、70歳以上の世帯への訪問・相

談に力を入れて活動しています。

活動内容は？
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屋根が崩落した家屋

植物に覆われた家屋

倒壊のおそれがあるブロック塀

　
町
内
に
点
在
す
る
空
き
家
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、
７
月
１
日
に
現
地
調
査
、

７
月
28
日
に
空
き
家
問
題
に
取
り
組
む
担
当
課
（
地
域
振
興
課
）
の
事
務
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

 

現
地
調
査
に
お
い
て

　
現
在
、
町
で
把
握
し
て
い
る
空
き

家
38

軒
の
う
ち
、
特
に
家
屋
の
損
傷

が
ひ
ど
く
、
近
隣
に
影
響
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
高
い
物
件
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
家
屋
の
形
状
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
中
、

長
屋
建
て
住
宅
は
、
空
き
家
と
住
居

が
屋
根
つ
づ
き
で
隣
接
し
、
空
き
家

側
の
歪ゆ

が

み
や
雨あ

ま

漏も

り
な
ど
、
住
居
側

に
老
朽
化
が
侵
食
し
て
い
る
状
況
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
上
、

瓦
か
わ
ら

の
飛
散
、
倒
壊
の
危
険
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
台
風
な
ど
自
然
災
害
に
よ

る
二
次
的
被
害
も
危き

惧ぐ

さ
れ
ま
す
。

 

事
務
調
査
に
お
い
て

　
こ
れ
ま
で
、
町
と
し
て
、
地
元
行

政
区
の
協
力
に
よ
り
、
空
き
家
の
実

態
把
握
、
ま
た
所
有
者
に
対
す
る
管

理
徹
底
の
通
知
、
指
導
を
実
施
し
て

き
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
所
有
者
不
明
の
案
件
や

所
有
者
の
財
政
的
負
担
が
要
因
で
、

な
か
な
か
解
決
に
至
ら
な
い
の
が
現

状
の
よ
う
で
す
。

 

協
議
会
を
設
置

　
令
和
元
年
12

月
議
会
で
は
、
空
家

等
対
策
計
画
の
作
成
や
適
正
な
管
理

に
関
す
る
措
置
を
検
討
す
る
た
め
、

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
に
基
づ
き
、
須
恵
町
空
家
等

対
策
協
議
会
条
例
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
条
例
に
よ
り
、
議
員
を
含
む
協

空
き
家
の
現
状
を
調
査

議
会
が
設
置
さ
れ
、
さ
っ
そ
く
対
策

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
７
月
お
よ
び
８
月
に 

開
か
れ
た
臨
時
会
で
は
、
近
隣
に
影 

響
を
及
ぼ
し
、
さ
ら
に
被
害
が
拡
大

す
る
恐
れ
が
高
く
、
所
有
者
に
よ
る 

管
理
が
で
き
な
い
空
き
家
に
対
し
、

無
償
で
当
該
土
地
の
寄
附
を
受
け
、

解
体
手
続
き
に
踏
み
切
る
た
め
の
財

産
の
取
得
議
案
、
ま
た
そ
れ
に
と
も

な
う
解
体
予
算
が
提
出
さ
れ
、
可
決

し
ま
し
た
。

　
町
と
し
て
、
長
引
く
空
き
家
問
題

を
解
決
し
、
住
民
の
安
心
安
全
と
い

う
ゴ
ー
ル
に
向
か
う
た
め
ス
タ
ー
ト

を
き
り
、
一
歩
ず
つ
進
み
始
め
て
い

ま
す
。

　
町
内
に
は
、
こ
の
よ
う
な
空
き
家

が
ま
だ
ま
だ
存
在
し
ま
す
。
個
々
の

空
き
家
に
対
し
、
状
況
に
応
じ
た
対

応
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ

り
、
重
ね
て
町
内
全
域
を
見
据
え
た

計
画
的
な
政
策
が
必
要
だ
と
感
じ
ま

す
。 

委
員
会
と
し
て

　
町
の
空
家
等
対
策
協
議
会
が
進
め

る
施
策
が
、
よ
り
よ
い
も
の
と
な
る

よ
う
知
恵
を
出
し
、
支
援
し
て
い
く

た
め
、
さ
ら
に
調
査
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
場
の
最
前
線
で
、
様
々
な
対
応

に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
担
当
課
の
頑
張

り
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

委員会レポート 総務建設産業委員会
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須
恵
町
で
は
、
学
童
保
育
所
を
保
護
者
会
に
委
託
し
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
転
入
者
の
増
加
や
働
く
女
性
が
増
え
、
学
童
保
育
所
に
入
所
を
希
望
す
る
児
童

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
学
童
保
育
所
の
現
状
把
握
の
た
め
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
須
恵
町
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
３
年
連
続
で
、
高
医
療
費

市
町
村
と
不
名
誉
な
指
定
を
受
け
て
お
り
、
国
保
の
現
状
把
握
の
た
め
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

 

現
状

　
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
の
入
所

児
童
数
お
よ
び
令
和
２
年
度
委
託
料

　
第
一
小
学
童
　
　
　
88
名

　
　
委
託
料
５
８
３
万
４
４
０
０
円

　
第
二
小
学
童
　
１
２
６
名

　
　
委
託
料
６
４
７
万
７
２
０
０
円

　
第
三
小
学
童
　
　
　
54
名

　
　
委
託
料
３
０
４
万
７
２
０
０
円

※ 

委
託
料
は
、
人
数
割
や
均
等
割
、

土
曜
日
開
所
加
算
な
ど
で
計
算
さ

れ
ま
す
。

 

課
題

❶ 

第
二
小
学
童
に
お
い
て
、
来
年
度

よ
り
待
機
児
童
が
出
る
可
能
性
が

高
い
の
で
、
待
機
が
出
な
い
よ
う

な
対
策
（
環
境
整
備
）
の
検
討

❷ 

同
じ
須
恵
町
の
児
童
が
、
住
ん
で

い
る
校
区
に
よ
り
保
育
条
件
が
違

う
。
町
が
委
託
料
を
払
っ
て
い
る

の
で
、
保
育
時
間
（
延
長
保
育
を

含
む
）
、
利
用
料
（
入
会
金
、
月

利
用
料
、
延
長
利
用
料
）
、
指
導

員
賃
金
な
ど
に
つ
い
て
足
並
み
を

揃
え
る
検
討

❸
民
間
委
託
の
検
討

❹ 

避
難
訓
練
実
施
の
検
討
（
現
在
は
、

第
一
小
学
童
の
み
実
施
）

な
ど
が
、
今
後
の
課
題
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

 

調
査
内
容

❶ 

国
保
制
度
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
、
県
と
町
の
役
割
分
担

❷
医
療
費
の
推
移

❸ 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
国
保
へ

の
影
響
、
な
ど

 

調
査
を
終
え
て

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
病
院
の

受
診
者
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
や
、

高
額
医
療
費
の
対
象
被
保
険
者
が
社

会
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
に
移
行

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
国
保
の
医

療
費
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

１
人
あ
た
り
の
医
療

費
は
ま
だ
ま
だ
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
健
康
づ
く

り
事
業
・
医
療
費
の

適
正
化
・
医
療
費
削

減
の
更
な
る
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

 

調
査
を
終
え
て

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
第
二
の
我

が
家
で
あ
る
学
童
保
育
所
が
、
安
心

安
全
な
居
場
所
と
な
る
よ
う
に
、
須

恵
町
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
基
本

的
な
条
件
で
同
じ
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
条
件
の
整
備
、
入
所

者
増
加
に
よ
る
待
機
児
童
対
策
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

学
童
保
育
所
の
現
状
を
調
査

国
民
健
康
保
険
の
現
状
を
調
査

７月22日

（水）

各学童保育所の運営状況

第一学童保育所 第二学童保育所 第三学童保育所

保
育
時
間

平日
放課後～ 17：00（夏期）
放課後～ 16：30（冬期）

放課後～ 17：30 放課後～ 17：30

土曜日・長期休暇
8：30 ～ 17：00（夏期）
8：30 ～ 16：30（冬期）

8：30 ～ 17：30 8：30 ～ 17：30

延長保育時間 18：00まで 18：30まで 18：30まで（土曜日は延長なし）

利
　
用
　
料

入会金 2,000円 1,000円 3,000円

利用料（月）
※おやつ代含む

5,000円 5,000円 6,000円

延長利用料（月） 3,000円 3,000円
18：00まで延長 2,000円
18：30まで延長 4,000円

延長利用料（臨時） １回 500円 １時間 200円 30分 250円

その他 － － 土曜保育料 １回1,000円

委員会レポート 文教厚生委員会
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意 見 書 （議員発議）

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求め

る意見書

提出議員：川口 満浩　　　賛成議員：藤野 正剛　稲永 辰己　男澤 一夫　白水 春夫

　新型コロナウイルス感染症の拡大が、甚大

な経済的・社会的影響をもたらしています。

国民生活への不安が続いている中で、地方税

や地方交付税等の一般財源の激減は避けられ

ない状況です。

　地方自治体は、福祉・医療、教育・子育て、

防災・減災、地方創生、地域経済活性化、雇

用対策など緊急の財政需要への対応をはじめ、

長期化する感染症対策にも迫られ、今後の地

方財政は、かつてない厳しい状況になること

が予想されます。

　そのため、国において、令和３年度地方財

政対策および地方税制改正に向け、次の事項

を確実に実現されるよう、強く要望しました。

要望事項

① 地方の安定的な財政運営に必要な地方税、

地方交付税等の一般財源総額を確保・充実

すること。その際、臨時財政対策債が累積

することのないよう、発行額の縮減に努め

るとともに、償
しょう

還
かん

財源を確保すること。

② 地方交付税については、引き続き財源保障

機能と財源調整機能が適切に発揮できるよ

う、総額を確保すること。

③ 令和２年度の地方税収が大幅に減少するこ

とが予想されることから、万全の減収補
ほ

填
てん

措置を講じるとともに、減収補填債の対象

となる税目についても、地方消費税を含め

弾力的に対応すること。

④ 税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地

方税体系の構築に努めるとともに、国税・

地方税の政策税制については、積極的な整

理合理化を図り、新設・拡充・継続に当た

っては、有効性・緊急性等を厳格に判断す

ること。

⑤ 特に、固定資産税は、市町村の極めて重要

な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見

直しは、家屋・償却資産を含め、断じて行

わないこと。また、新型コロナウイルス感

染症緊急経済対策として講じられた特例措

置は、本来国庫補助金等により対応すべき

ものであり、今回限りの措置として、期限

の到来をもって確実に終了すること。

全員賛成

可決

意 見 書 の 提 出 先

衆議院議長　　参議院議長　　内閣総理大臣　　財務大臣　　総務大臣　　厚生労働大臣

経済産業大臣　　内閣官房長官　　経済再生担当大臣　　まち・ひと・しごと創生担当大臣
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　先の大戦が終わりを告げて、

75年を迎えた令和２年「須恵町

戦没者追悼式」が9月30日に、

新型コロナウイルス感染拡大防

止のため規模を縮小し、アザレ

アホール須恵にて執
と

り行われま

した。この日、参列を見送られ

た多くの関係者は自宅や墓前で

鎮
ちん

魂
こん

の祈りをささげられたので

はないかと思います。

　ご遺族の高齢化が進み、戦後

生まれの人口が８割を超え、戦

争が「記憶」から「歴史」へと

変わりつつあるなか、遠のく戦

争の惨
さん

禍
か

を次代に継承していく

ことが重要になってきています。

　国会では「敵基地攻撃能力保

有」が議論されており、今一度、

全ての国民が日本国憲法が掲げ

る「平和主義」を考える時期が

きているのではないでしょうか。

　今回、参列させていただき、

謹
つつし

んで祖国の平和と発展を願い、 

愛する家族を案じつつ、苛
か

烈
れつ

を

極
きわ

めた戦場に倒れられた戦没者

の御
み

霊
たま

の安らかならんことを、

そして、この国の恒久平和を願

う次第です。

松山 力弥  議長

議長通信

戦没者追悼式に参列して

須恵町教育委員会委員の任命

任期満了に伴い再任

秦
はた

　道
みち

隆
たか

氏（乙植木区・65歳）

本
もと

山
やま

　和
か ず え

恵氏（新原区・54歳）

任期　令和２年10月１日～

　　　令和６年9月30日

人権擁護委員の推薦

任期満了に伴い再任

丸
まる

山
やま

　信
のぶ

幸
ゆき

氏（山の神区・71歳）

米
よね

倉
くら

　清
き よ み

美氏（旅石区・55歳）

任期　令和３年１月１日～

　　　令和5年12月31日

人事案件の審議結果

諮問の審議結果

全員賛成

同意

全員賛成

賛成

福岡県町村議会議長会の

職員採用試験が行われます！

　福岡県町村議会議長会とは、県

内全31町村の町村議会議長をもっ

て組織されている連合組織です。

地方議会の円滑な運営と地方自治

の振興発展に寄与することを目的

として設立されました。

次の定例議会は

12月４日からの予定です。

本会議は一般に公開されており、

簡単な手続きで傍聴することが

できます。傍聴を希望される方

は、本会議当日に役場４階議会

事務局の窓口にお越しください。

（予約不要）

議会を

生でみて

みよう！

ホームページで本会議の

会議録を公開しています。

平成23年以降の

会議録を掲載しています。

ぜひご覧ください。

　須恵町議会 検索

申込受付期間は、令和２年

11月17日（火）までです。

詳しくはこちらまで

福岡県町村議会議長会事務局

電話：092-651-2958

　本会ブログ 検索
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